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師 11名、地方自治体の一般事務職 3名、訪問看護師 1名、一般病棟に勤務した経験を持つ看護師 1名であっ
た。インタビューは 16件行い、期間は 2017年 10月から 2018年 7月であった。本研究は、東北大学大学院
医学系研究科倫理委員会の承認を得た。 
結果：行政保健師の裁量行使の過程に関する理論を構築した。行政保健師の裁量は、【規範の余白の具現の
方策】という概念であった。行政保健師が【規範の余白の具現の方策】を講じること、すなわち裁量を行使す
ることは、【「この地域」のあり方の実現】を達成することを目的に行われていた。行政保健師が【「この地域」
のあり方の実現】を達成するためには、2つの条件を満たす必要があった。1つは、行政保健師が裁量を行使
する前提に、【規範の両義的作用】を受けることであった。もう 1 つは、行政保健師が裁量を行使することに
先立って、あるいは一部並行して、行政保健師が【「この地域」の反映】をすることであった。行政保健師の
裁量行使の過程に関する理論は、単に行政保健師が有する裁量を示す概念だけから構成されるのではなく、行
政保健師が裁量を行使することによって【「この地域」のあり方の実現】を達成するために満たすことが必要
となる条件に関する概念を含むものであった。行政保健師の裁量行使の過程に関する理論の全体像は、以上の
ような構成となっており、4つの核となる主要な概念があった。各概念の詳細は、以下である。行政保健師が
【規範の余白の具現の方策】を講じることは、行政保健師が《判断の枠組みを働かせる》ことに続いて《選択
肢を選びと》り、《決定と実施を支援する》という一連の過程であった。行政保健師は、【「この地域」のあり
方の実現】を目指して【規範の余白の具現の方策】を講じていた。「この地域」とは、行政保健師の活動の対
象となる個別具体的な状況にある個人や地域を示していた。「この地域」のあり方は、行政保健師の実践的活
動において目指すべき方向性となっていた。行政保健師が裁量行使の前提として【規範の両義的作用】の影響
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を受けることは、行政保健師が【規範の余白の具現の方策】を講じる際に、常に規範が持つ推進力と抑止力の
影響を受けることであった。【規範の両義的作用】には、下位概念として、行政保健師が《機関の立場》に立
つことと《規範の余白の変化》の影響を受けることがあった。行政保健師が【「この地域」の反映】をするこ
とは、《生活に触れる》、《くまなく見る》、《地域の声を蓄積する》、《メッセンジャーになる》の 4 つの一連の
概念からなっていた。行政保健師が【「この地域」の反映】をすることは、行政保健師が対象の状況とニーズ
の実際を知り、その実際を行政機関の中に伝えることによって、行政機関全体の活動に対象の状況の実際を反
映させようとする一連の過程であった。行政保健師が【規範の余白の具現の方策】を講じることで【「この地
域」のあり方の実現】を達成するためには、行政保健師が【規範の両義的作用】の影響を受け、行政保健師が
【「この地域」の反映】をすることが必要であった。 
結論：行政保健師の裁量行使の過程は、特定の地域やその構成員の健康増進のために公衆衛生活動を実践す
るプロセスだった。行政保健師の裁量行使の過程に関する理論は、具体的な公衆衛生活動の種目を指すのでは
なく、一連の実践モデルを示した。行政保健師が裁量行使の過程を念頭に公衆衛生活動を行うことにより、実
践活動の余地が広がり、高度複雑化する健康課題と行政ニーズに対応できることが期待できた。 
